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弘法大師石仏
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石仏の大部分は地蔵と観音であるが、高僧像の石仏をしばし

ば見受けることがある。

こLに紹介する石仏は真言宗の開祖、弘法大師の像を彫った

~ので、大家庄・三枚橋部落の良i首のまがり角にまつられてい

る。石仏はi町さは25cmの小さいl虫像であるが、コ ケシ人形風に

彫られた宜顔の中に慈愛があふれ、じっと見つめているピけで

心が温まる思いがする0 ． 
弘法大師の石仏は山崎・殿町地内、南保 ・清水寺境内、柳田 ・

天寄寺旋内等にあるが、すべて四国八十八カ所めぐりを無事に

すませたことの感謝と緋経供養に関係してまつられているもの

で、おそらくこの弘法大師石仏もこれと同じ意味で作られたで

あろう ことが、今もおこなわれている四閏霊場めぐりから察す

ることカiできる。

またこの石仏は他の部搭の石仏とは作風と去 う面でなく信仰

と云う面でちがった物が感ぜられ、この石仏の横に庚申が禍ら

れていて現在も61El目ごとに部落の禅宗の男だけが集っ て講を

設けていることは町方などには見られない珍らしい風習であ

＝ 三枚僑 ＝

る。柳田の天番号手前の庚申はお参りすると熱さましに効き、窪

田の宮は幽痛に効くと伝えられ、あるいは死者への供，費として

石仏を作ることなどいろいろ伝えられている。

三枚橋公民舶の前に観音石仏をまつった堂が有り、中に801本

の石仏がおヒナをかさ・ったようにならべてある。それらの石仏

はほとんど亡くなった人々の供養の為に作られたもので、彫ら

れた文字：に部講の1河川民保氏の先祖六三郎の法名がありいまか

ら 130年前頃に作ったことが知られる。この時代頃に作られた

と思われる供建石｛ムヵ：意外に多くまつられているのは天保のキ

キンや流行の疫病による死者が多かったせいだろうか。人々は

亡主人の冥簡を祈るほかに、その石仏に祈ることによって色々

のわさ．わいからのがれようとしたのて’あろうの

この弘法大師の石仏も文化文政から天保頃にたてられたもの

と推測され、 三枚捕をrl：・1心にして屋敷内の一角や道端に昔、石

仏をまつっておいのりをした話しが伝わっており、江戸時代末

期の庶民の信仰の盗がうかがわれ、その姿が今も道端の草むら

にあるし、は、小’：；：；の中に生主ている。
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雨
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害
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等
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決

教
育
委
員

広
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親

義

氏

大

森

常

次

氏

両

氏

の
任
命
に
同
意

(2) 

九
会
期十

月
十
七
日
と
決
定

踏
家

マ
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

マ
閉
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
立
泊
病
院
事

策
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号）

マ
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
要
員
を
任
命
す

る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
（
別
記
）

第
五
回
臨
時
会
に
お
い
て
一
般
会
計
楠

正
予
算
と
し
て
、
一三一ニ
、
七
九
二
、
。
。

O
円
の
増
額
補
正
を
議
決
し、

総
額

一、

一五一
一、
六
一
七
、

O
O
C円
と
な
り
ま

し
た。歳

出
の
主
な
も
の
は
0

0
駅
前
広
場
整
備
工
事
費
等

七
、
O
一一

O
、
0
0
0円

。
交
通
安
全
対
策
費

ニ
O
、
0
0
0円

。
災
害
対
策
費

八
四
三
、
0
0
0円

。
福
祉
、
体
育
セ
ン
タ
ー
費

六
六
六
、

0
0
0円

。
災
害
の
た
め
に
要
す
る
衛
生
費

て

O
九
五
、

0
0
0円

。
災
害
の
た
め
に
要
す
る
林
業
費

第
五
回
臨
時
会

（
泊
〉

（
南
保
）

一
八
五
、
C
O
O円

。
災
害
の
た
め
に
要
す
る
河
川
費

二
、
二
一
回
、
0
0
0円

。
河
川
災
警
関
連
事
業
費

一戸一

O
、
一
二
五
、

0
0
0円

〈V
災
害
の
た
め
に
安
す
る
消
防
費

三

O
二
、
O
O
O円

。
災
盛岡
の
た
め
に
袋
す
る
小
中
学
校
費

一
、
七
二
七
、
0
0
0円

。
陶
梯
館
費

二
七
．
0
0
0円

〈〉
保
健
体
育
費七

O
、
0
0
0円

。
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費

二一ニ、

二
六
五
、
0
0
0円

。
河
川
災也回
復
旧
費

三
て

九
七
七
、
つ
O
O円

。
農
地
殻
柴
用
施
設
災
害
復
旧
費

一
九、

五
八
二
、
0
0
0円

。
林
道
災
害
復
旧
賞

一、一一
一
七
八

O
、
0
0
0円

。
町
単
林
道
堤
害
復
旧
費

七
一

回、

0
0
0円

。
泊
病
院
事
業
会
計

一二一

O
O、
0
0
0円
（自
動
車
購
入
費
）

教
育
委
員
に
広
川

ハ再〉

大
森

（
新
）
氏
任
命

委
員
長
に
広
川
親
義
氏
再
任

教
育
委
員
広
川
親
義
氏
と
寵
田
市
蔵
氏

は
十
月
二
十
三
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
、
広
川
親
義
氏
は
再
任
、
趨
田
氏
の

後
任
と
し
て
大
森
常
次
氏
（
南
保
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
十
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
で
委
員
長
に
広
川
親
義
委
員
、

委

員
長
職
務
代
理
に
は
鈴
木
常
岸
委
員
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

委員畏再任の

広川親義 氏

大
森
常
次
氏
略
歴

旧
制
県
立
入
諮
問
農
学
校
卒
業

南
保
村
産
業
組
合
掛
記

南
保
村
役
場
零
記

朝
日
町
役
場
産
業
課
長
代
理

町
内
会
南
保
区
長

人
権
擁
護
委
員
に

在

田

祐

芳

氏
委
帰

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
五
日
付
で
和
田

祐
芳
氏

（
泊
二
六
二
番
地
）
が
法
務
大
臣

か
ら
人
縫
宛
護
署
員
と
し
て
委
瞬
さ
れ
ま

し
た
。人

権
煉
護
委
員
は
人
間
と
し
て
生
ま
れ

な
が
ら
も
っ
て
い
る
尊
さ
と
、
だ
れ
に

も
侵
さ
れ
な
い
権
利
を
お
互
い
に
守
り
あ

い
、
消
く
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
社
会
、

家
庭
環
興
を
助
長
さ
せ
る
た
め
の
相
談
役

と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
も
の
で
、
い
つ
で
も

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

表彰の栄に

輝くひとびと

朝
R
町
で
は
、

長
年
、
町
の
自
治

発
展
に

協
力
さ

れ
、
大
き
な
功
績

を
み
め
げ
ら
れ
た
方

々
を
、
十
月
二
十

－E

．，．
 

九
日
の
町
民
体
育

大
会
の
席
上
で
表

彰
し
ま
し
た
。

＝＝町功労者二二

マ
鼠
谷
九
左
エ
門

（
宮
崎
）

地
区
区
長
と
し
て
多
年
町
行
政
の
発
町民

に
尽
さ
れ
た
。

マ
水
野
す
な
（
栄
町
）

朝
日
町
連
合
婦
人
会
長
と
し
て
多
年
、

婦
人
教
育
の
普
及
と
推
進
に

尽
さ
れ

た。

マ
田
中
繁
次
郎
（
涜〉

交
通
指
務
員
と
し
て
多
年
、
交
通
事
故

の
防
止
と
安
全
運
動
に
尽
さ
れ
た
。

マ
脇
山
源
次
郎
（
双
草
野
）

失
薬
対
策
事
業
副
監
督
員
と
し
て
多

年
、
町
の
建
設
と
発
展
に
尽
さ
れ
た。

マ
岩
井
作
大
郎
（
谷
）

マ
永
口
政
栄
（
花
房
）

町
営
造
林
事
業
従
事
者
と
し
て
多
年
、

休
業
掻
輿
に
尽
さ
れ
た
。

マ
水
島
隆
二
（
出
先
）

統
計
調
究
員
と
し
て
多
年
、
そ
の
普
及

ρo
n
U
A守

と
推
進
に
尽
き
れ
た。

マ
城
山
子
ど
も
会
〈
宮
崎
）

明
る
い
町
、
よ
い
環
境
．つ
く
り
の
た
め

多
年
郷
土
の
発
展
に
尽
さ
れ
た、

マ
上
横
尾
納
税
協
力
会

マ
荒
川
二
丁
目
納
税
協
力
会

町
税
の
納
税
に
つ
い
て
積
極
的
に
期
限

内
納
入
に
努
力
さ
れ
大
き
な
成
果
を
あ

げ
ら
れ
た
。

…
町
か
ら
ゴ
ミ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

一
空
気
は
い
つ
も
き
れ
い
に

花
や
木
を
憶
え
ま
し
ょ
う

…
山
も
川
も
海
も

わ
れ
ら
の
郷
土
を

い

つ

も

美

し

く

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

（朝
日
町
観
光
協
会
）

（朝
日
町
商
工
会
）

i
l
li
t－
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朝
日
町
教
育
安
員
会
で
は
、
国
指
定
文

化
財
の
保
符
施
設
事
築
と
し
て
、
天
然
記

念
物

「
宮
崎
鹿
島
樹
媛
」
の
標
識
並
び
に

税
明
板
設
置
工
事
を
、
同
樹
叢
の
入
り
口

路
島
神
社
の
境
内
に
進
め
て
い
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
総
工
費
五
十
三
万
円
で

特
に
、

標
識
は
、
四
机
と
五

・
二
汎
の
盛

土
の
上
に、

「
国
指
定
天
然
記
怠
物
、
宮
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崎
鹿
島
樹
級
」
と
刻
ん
だ
mmみ
か
げ
石
を

お
い
た
豪
撃
な
も
の
。

宮
崎
鹿
島
樹
援
は
、
ほ
と
ん
ど
南
の
暖

地
性
植
物
ば
か
り
か
ら
で
き
て
い
る
原
生

林
で
、
シ
イ
、
タ
プ
ノ
キ
な
ど
の
群
生
北

限
帯
で
積
物
分
布
の
境
と
し
て
有
名
で
あ

り
、
ま
た
、
樹
下
に
は
、
シ
ロ
ヤ
マ
シ
ダ

や
ア
オ
ネ
・
刀
ヅ
ラ
な
ど
の
珍
ら
し
い
植
物

も
多
く
、
昭
和
十
一
年
に
国
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
自
然
博
物
館
の

一
つ
の
中
心
と
し
て
．
ま
た
宮
崎

・
・
城
山

田
町
定
公
閣
の
遊
歩
コ
1

ス
と
し
て
も
、
毎

年
多
く
の
人
連
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

〈
写
災
は
竣
土
し
た
腰
掛
）
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行

な

わ

れ

る

H
総

合
優

勝
は

大

家

圧

地
区

H

ー
本

村

杯

は

宮

崎

地

区

ー

(3) 

秋
晴
れ
の
十
月
二
十
九
日
、
第
十
三
回

朝
日
町
民
体
育
大
会
が
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
大
会
は
各
小
学

校
児
童
の
元
気
な
岐
笛
隊
7
1
チ
で
ふ
た

を
あ
け
、
キ

ッ
ク
級
定
や
征
白
球
入
れ
、
綱

引
き
、

リ
レ
ー
な
ど
に
敗
戦
を
展
開
し
、

競
技
の
合
い
聞
に
は
、
保
脊
所
児
童
の
か

わ
い
し
γ
遊
戯
や
婦
人
会
に
よ
る
「
朝
日
昔

閥
」
の
お
ど
り
も
あ
り
、
町
民
の
体
育
の

祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い
一
は
な
過
ご
し
ま
し

た
。熱

戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り

〔総
合
成
績
〕

①
大
家
正
①
境
①
南
保
①
笹
川
①
山
崎

百
万
円
以
上
の
工
事

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
つ
v
Z
の
と
お
り
弘

す
。

一、

林
道
波
山
線
災
害
復
旧
工
事

工
事
政
五
百
九
十
万
円

延

長

一

一

四

米

巾

員

四

米

工
期

九

月

二
十
五
日

t
寸
一
月
二
十

五
日

二
、
大
家
庄
保
育
所
坑
児
室
増
築
工
事

工
事
費
二
百
五
十
万
円

木
造
班
鉛
銅
板
葺
平
家
建

床
耐
積
七
六
・
五

O
平
方
ノ
1
ト
か

工
期

十
月
十
六
日
i
十
二
月
二
十

H

三
、
町
道
坊

I
山
崎
新
銀
鉱
巾
改
良
工
穆

工
事
資

九

百
九
十
万
円

延

長

円

六

八
・
五
米

巾

日

間

五

米

工

期

十

μ
一
二
十
日

i
附
和
四

l
八
年

三
月
三
十
日

秋季

全国火災予防運動

統

一
標
語

新
fこ
な
注
:0::. 
R室、

11月29日～ 12月2日

慣
れ
た
火
に

い
よ
い
よ
本
格
的
な
採
暖
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
ま
す
。
今
年
に
入
り
朝
日
町
で

は
す
で
に
火
災
が
九
件
む
発
生
し
損
害
額

は
五
百
六
十
七
万
円
に
述
し
て
お
り
ま
す

名
家
路
で
は
殴
防
総
兵
及
び
ガ
ス
部
共
等

の
取
扱
い
に
は
充
分
注
立
し
て
、
火
災
の

発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅
を
則

’
し
古
品

l
v
ょ
久
ノ
。

全
国
一
斉
実
施
事
項

的
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の

防
止

O

M
W
火
気
使
用
場
所
の
安
全
点
検

川
暖
房
総
具
の
正
し
い
使
い
方

「
不
意
の
火
災
に
ふ
だ
ん
の
注
意
」

ω期
間
中
は
つ
ぎ
の
要
領
で
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
い
た
し
ま
す
。

午
前
七
時
と
午
後
九
時
の
二
回

十
五
秒
六
秒
、十
五
秒
六
秒
、十
五
秒

I
l
l
l
1休

1
11
1
休
I
l－
－

問
期
間
中
に
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員
が

一
般
家
庭
の
査
察
を
行
な
い
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

間
本
年
も
ま
た
暖
房
器
具
の
使
用
、
そ
の

他
の
た
め
灯
仙
を
貯
脱
さ
れ
る
家
庭
が

多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
つ
シ
c
の

事
項
に
注
意
し
て
貯
賊
し
て
く
に
さ

、
。

－L
V
 

ω一
0
04
未
満
は
消
防
摺
へ
貯
蔵
す
る

旨
の
届
出
は
い
り
ま
せ
ん
。
貯
蔵
さ
れ

る
時
は
、
火
気
を
避
け
た
場
所
な
ら
屋

内
に
貯
蔵
し
て
も
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
。

伸

一
0
0
4
以
上
五
0
0
4ま
で
貯
蔵
す

る
場
合
は
、
消
防
場
へ
貯
蔵
す
る
旨
の

届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
定
め
ら
れ
た

設
備
を
し
な
い
限
り
屋
内
に
貯
蔵
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
屋
外
に
貯
蔵
す

る
場
合
で
も
定
め
ら
れ
た
適
当
な
空
地

が
必
要
で
す
。

川口
五
0
0
4以
上
貯
蔵
さ
れ
る
場
合
は
危

険
物
取
扱
者
の
資
絡
が
必
嬰
と
な
り
、

そ
の
ほ
か
貯
般
に
つ
い
て
も
制
約
が
あ

り
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
。

火
事
と
救
急
は
局
番
な
し
一

一
般
間
合
わ
せ
は

一
九

一一一

1
0
0
0九



(4) 

縄文の華麗な

文化の残る

珍
ら
し

下
山
新
遺
跡
の
発
掘
を
終
わ
る

口
同
、
J

一
竹

一

n
H
v

－
 

1
発

一

ロ同

一

月
0

一

i
月
一

年
海
一

朝
日
町
の
南
西
部
に
位
置
す
る
下
山
新

灯
リ

－
馬
坂
で
は
、
南
北
に
通
ず
る
県
道
の
馬
辺

和
干
』

が
以
前
か
ら
縄
文
時
代
の
土
器
や
、
石
需

昭
月

が
多
く
出
土
す
る
の
で
、
下
山
新
遺
跡
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
昭
和
国
十
七
年
度
よ
り
．
県

営
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
さ
れ
る
た
め
、

破
か
い
さ
れ
る
遺
跡
の
記
録
と
、
郷
土
資

料
の
保
存
を
行
な
う
よ
う
。
県
教
育
委
員

会
で
は
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
後
援
会
一得

て
、
地
主
及
び
下
山
新
町
内
会
の
協
力
を

求
め
、
去
る
八
パ
か
ら
十
月
ま
で
、
延
五

十
日
聞
を
起
え
、
約
五
千
七
百
平
方
米
に

わ
た
る
発
掘
調
査
を
笑
絡
し
ま
し
た
u

そ
の
結
巣
、
縄
文
時
代
の
中
期
（
約
四 い

住
居
地
や、

石

器
、
土

器

な

と

多

数

発

捌

ひさあ第207号（昭和昨8月8日）
第3種郵便物認可

八
写
真
は
石
様
を
立
て
、

た
7
号
住
居
地
V

ヲ
ン
プ
を
組
め

た
て
あ
な

千
年
前
）
の
堅

穴
住
民
社
六
戸
が
発
見

ま
せ
い
せ
き
ふ

さ
れ
た
他
、
多
数
の
磨
製
石
斧
な
ど
の
石

器
や
、
完
今
．に
復
元
で
き
る
鉢
な
ど
の
土

器
を
合
め
、
ト
ラ
ッ
ク

一
台
分
の
遺
物
を

発
掘
し
V

た
し
ま
し
た
。

県
道
の
東
側
で
は
、
地
下
一
米
近
く
で

縄
文
中
期
の
中
頃
に
漏
な
ま
れ
た
直
径

h
t
 

約
四
氷
の
円
形
の
住
問
地
や
炉
跡
、
次
々

と
建
て
換
え
を
し
た
住
穴
な
ど
を
検
出
し

ま
し
た
。
ま
た
西
側
で
は
、
そ
れ
よ
り
少

し
新
ら
し
い
、
縄
文
中
期
終
り
頃
に
使
わ

れ
た
、
－
辺
が
約
五
米
の
方
形
の
住
居
地

を
倒
り
出
し
ま
し
た
。
当
時
の
地
裂
よ
り

約
三
十
桓
も
掘
り
こ
ま
れ
た
、
ぷ
徽
状
の

嬰
山
八
の
土
問
は
、
踏
み
か
た
め
ら
れ
た
捗

土
も
か
た
く
．
中
央
に
は
深
浅
二
つ
に
仕

切
っ
た
、
長
さ
約

一
米
、
幅
約
五
十
悔
の

細
長
い
石
固
い
の
炉
が
あ
り
ま
し
た
。
壁

に
そ
っ
た
柱
穴
も
残
さ
れ
、
そ
の
一
つ
の

底
か
ら
は
、
石
組
の
中
に
安
置
さ
れ
た
状

態
の
、
精
巧
な
作
り
の
釣
手
形
土
器
も
一

個
発
掘
し
ま
し
た
。
釣
手
な
ど
の
内
側
に

は
真
黒
な
ス
ス
も
付
指
し
、
油
を
佼
っ
た

照
明
具
（
ラ
ン
プ
）
の

一
種
だ
ろ
う
と
見

ら
れ
ま
す。

こ
の
他
、
魚
形
土
製
品
ゃ
、
乳
房
も
設

か
な
土
偶
の
胴
、
男
性
器
に
似
た
右
俸
な

ど
、
原
始
信
仰
に
関
係
す
る
珍
ら
し
い
遺

物
や
、
ヒ
ス
イ
の
諜
石
、
勾
玉
の
出
土
も

あ
っ
て
、
北
陸
の
地
域
性
を
持
ち
な
が
ら

も
、
中
部
山
岳
地
稽
や
、
東
日
本
文
化
の

影
響
も
受
け
、
両
越
国
境
特
有
の
ヒ
ス
イ

文
化
の
華
麗
な
花
を
聞
か
せ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
下
山
新
遺
跡
で
は
、

民
年
に
わ
た
り
、
先
住
民
族
が
住
み
、
衆

議
を
形
成
し
て
、
狩
猟
と
と
も
に
、
p
w

ミ
の
採
集
な
ど
を
行
な
い
、

当
時
に
お
い

て
は
か
な
り
強
か
な
生
活
と
、
高
い
文
化

を
持
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
縄
文
時

代
の
歴
史
を
知
る
上
で
は
、
貴
重
な
遺
跡

で
あ
り
、
先
人
の
遺
し
た
文
化
財
と
し
て

も
尊
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
教
育
委
員）

八
写
真
は
ス
λ

の
付
婚
し
た
釣
手
形
土
器

（
直
径
川
×
同
問
、
時
さ
川
内
問
）

昭和46~手度

朝
日
町
の
人
口

日
年
々
減
少
の
傾
向
H

女
子
の
多
い
人
口
比
率

昭
和
刊
年
（
附
和
的
年
叩
月

t
附
和
日
刊

年

9
月
）
朝
日
町
の
人
口
は
次
の
と
お
り

で
す
。

村
総
人
口

昭
和
刊
年
間
H
パ

1
日
現
在
の
訓
U
町
の

総
人
口
は
二

九
二

六
三
人
と
な
り
、
昭

和
却
年
朝
日
町
尭
足
以
来
、
最
少
の
人
口

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
め
年
国
勢
調
査
時
に

比
べ
る
と
一
四
八
人
の
減
少
と
な
り
、

0

・
七
七
%
の
減
少
率
を
示
し
た
。
ち
な
み

に
富
山
県
の
総
人
口
は
、
一

O
三
七
、
四
九

五
人
と
な
り
、
木
県
史
上
最
高
の
人
口
と

な
っ
た
9

何
年
国
勢
調
奈
時
に
比
べ
る
と

七
、
八
O
O
人
の
増
加
、

0
・
八
%
の
増
加

率
と
な
っ
た
。

何
男
女
別
人
口

総
人
口

一
九
、
一

六
三
人
の
う
ち
兇
は

八
、
八
二
二
人
（
情
成
比
四
六
・O

%
、女
は

一
O
、
三
回
一
人
〈
間
五
回

・
O
%
）
で
男

が
女
に
比
べ
て
一
、

五
一
九
人
少
い
。
こ

れ
を
め
年
国
勢
調
交
時
の
男
八
、
九
二
O

人
（
構
成
比
四
六
・二
%
、
女
一

O
、
三
九

一
人
（
向
五
三
・八
鋭
と
比
較
す
る
と
、
男

は
九
八
人
（
一

・
一
%」
女
は
五
十
人
〈

0

・
五
%
）
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

同
年
令
別
人
口

幼
年
人
口
（

o
t
H才
）
が
四

一
八
O

人
生
康
保
・
令
人
口
（
日
u
l
u
w才〉
が

一一－一
、

oz九
人
、
老
年
人
口
（
白
才
以
上
）
が

一
九
、
五
四
人
、
こ
れ
を
前
年
に
比
す
と
、

幼
年
人
口
四
、
二
O
七
人
、
生
産
年
令
人

口
一
三
、
一
八
O
人
老
年
人
U

一
九
、
二
四

人
と
、
な
っ
て
お
り
、
老
年
人

nを
除
い
て

は
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
5
・r階
級
別
人
口
に
お
い
て
は
百

t
旧
才
の
一
六
四
八
人
が
長
も
多
く
、

お

i
ぬ
才
の

一
五
一
九
人
、刊
才
糾
才
の
て

五
一一

人
と
な
っ
て
い
る
。
各
才
別
に
お

い
て
は
、
日
才
の
三
九
五
人
、
げ
才
の
三

六
閉
人
、
別
才
の
三
三
九
人
と
な
っ
て
い

る
d

出
刀
女
別
に
お
い
て
、
男
が
女
よ
り
多

い
の
は
、

5
1
9才
、
旧
l
M才
だ
け
で

あ
り
、
他
の
附
府
に
於
い
て
は
全
て
女
子

人
口
が
男
子
人
口
を
上
回
っ
て
い
る
。

｝－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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第

四

…富
山
県
青
年
の
船
…

．
：
：
：
：
団

員

募

集

：：一

。
実
施
要
項

①
派
遣
先
H
シ
ン
ガ
ポ
l

w
、
マ

レ

l

シ
ア
、
タ
イ

①
派
遣
期
間
H
昭
和
四
十
八
年
五

月
八
日
か
ら
五
月
二
十
二
日
ま

で
①
派
遣
内
容
H
訪
問
国
の
遊
楽
、

文
化
、
社
会
開
発
、
背
少
年
活

動
な
ど
の
視
察
、
見
学
お
よ
び

訪
問
国
青
年

t
の
交
歓
放
び
に

船
内
に
お
け
る

研
修
を
行
な

、
内
ノ
。

①
派
遣
団
員
の
個
人
負
担
経
費

一
人
四
万
円

。
募
集
要
項

①
応
募
資
絡
H
日
本
の
国
籍
を
有

し
、
富
山
県
に
一
年
以
上
’在
住

す
る
満
二
十
才
以
上
二
十
九
才

ま
で
の
男
女
（
昭
和
十
八
年
一

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
一

丹

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

①
募
集
期
間
H
附
和
田
十
七
年
十

月
二
十
円
口
か
ら
十
一
月
二
十
日

ま
で
〈
十

一
月
二
十
出
午
後
五

時
ま
で
に
申
込
欝
等
必
要
帯
掛

か
〕
挺
出
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
申
込
み
先
H
朝
H
町
教
育
委
員

ム一
A

O
実
施
要
項
、
応
募
申
込
書
等
は
朝

白
町
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、

朝
日
町
教

育
蚕
員
会
（
①

二

O

悶
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



昭和 47年 11月 10日
月 干!J （毎月 10日発行）

年
金
相
談
は
、
っ
き
の
要
領
で
聞
き
ま

す
。
各
年
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

者
が
責
任
を
も
っ
て
回
答
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日

時

昭

和
四
十
七
年
十
一
月
二
十

一

日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で

場

所

朝

日
町
職
工
会
館

相
談
内
容

e

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
に

つ
い
て
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
手
続
の

方
法
等
が
わ
か
ら
な
い
方
の
相
談
に
応
ず

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今

月

は

「

！

年

金

制

度

の

一

「
1

普
及
推
進
月
間
で
す
｜
一

国
民
年
金
に
は
、
現
在
町
で
六
、
二
四

四
人
、
田
町
下
で
二
十
六
万
人
が
加
入
し
、

厚
生
年
金
と
な
ら
ん
で
住
民
の
老
後
を
守

る
重
要
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
川
で
は
、
今
月
を
、

制
度

普
及
機
進
の
月
と
し
て
、
加
入
者
や
受
給

者
の
た
め
の
年
金
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

ひ

同由に使える自分の年金

採にもやったし あとはなんに使うかたあ目

さあ第207号（昭和昨8月 8日）
第 3種郵便物認可／( 5 ), 

国
民
年
金
は
、

ま
し
た。

拠出年金

rn 日 ・ 故・植の内容 喧 合 的内内 科 li :.・ 
ヂ｜ 1帥曹 ・132附円t月11刷用） 120.00Dl'J (1110附 J)

間副都合 2紐陣曹・10!">.600同（｝！ 8.800Pll 90.臥Jl'I（月日．日））l'J) 47,r. 

- lllh・ll'll<l'f 100.朗自伺t吊8 . ~00円...干横白船人の‘含 91 . 200ド1 . ，，，日3・ 7 
Jl 

rir I•血児年企 ( ・i手・'1111!1人mrごと比 4.8001'1υJ4001'l)加且

48,. 
文灯、出 川 I 3月 6ll 9月 12月 2 !l 511 8 II 1111 イ十

4 I! 

老齢年金は夫織で月 4万円をめざすらしい

老齢骨H生年金も来年は月5千円になるよ うだ

次
の
よ
う
に
改
習
さ
れ

色 ・峰町内事 改野 間町内官；：； : 

JS.600向笠土町） I 21.哩!'.1(Jl 2控り～
60. 000同 （l'I5.000円》 ~o.庇町内 ｛凡 3.400川｝
51.60 _Q 内寸（ ~4.:iix>向5 .34.脚内 (JI2.蜘叩 10 ll 

F ・6也 ’ A別’fζ九に ‘.，.内 ＇＂‘.，戸1 ＞ 泊~ －「

ゆ尉軍で福祉lE金全日宜鎗 ペR則合。む宜蛤 訂作

一 一一 10 合曹~ 6方向gで支給 fr)l L吊Idlf.&11!1，で主蛇 'I 

干直後年金

f(i fl 

鋼ド 丑 齢 制 位年金

－；；， 回初福祉 年 由

制 限干 ・ 41'<1~ 子椙!d"l'fl

.0 ;, 聴 乍 公 勝 巳 4る も丹
柏似
勾 Ii• 埴司、公務11.ti U)もの

消
化
器
科
（
胃
腸
科
）
の

診
療
開
始
の
お
知
ら
せ

な
お

一
月
よ
り

あ
り
・
ま
す
。

十
一
月
よ
り
毎
週
水
曜
日
、

木
躍
日
に
消
化
器
科
〈胃
腸
科
）

の
診
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

担

当

医

師

荒

川

先

生

全
日
診
痕
の
予
定
で

（国民年金開会札次の改替をめざ）

し、もう審議を始めておりまF。

朝日町助産婦・看護婦・準看護婦 採用募集公告

昭和47年11月10日 により、選考を
朝日町長 中川雄一 面接及び

同和47;,.r- 行ないます。

1n1斉院に勤務する助産婦、三百i護婦、古車宥護婦の 12月上旬
11’1病院

(2) 身体健遂検康行：度夜。身体検査 職務 こ必
採用について、次の要領により募集を行ないます。 (I.之、募者一 要なfill 1主を有

採用予定人員 にその部 するかどうか、

助産婦 表干名 J~iifl~3 1 し （主として胸部

ます。） ｜ 
0HB.の有，!l~に重

看護婦 若 干名 .＇：！.をおく）につ
準看護婦 若干名 ＼，.て検売します

2. 厄募資格 身上査 ｜応募資絡の向無、版｝信書記i脚 例ーその

(1） 免 許
嗣 他について調査します。

採決定者には、
保健婦助産婦看護婦法に基づく助産婦宥誕婦 採用通知 ｜昭和147'..fI川 1~，； I「点通知します。 甚i
及び準看護婦のいずれかの免許を現に有 して 4. 受付申込手続
いる者または昭和48年 3月31日までに助産婦 次の容類を朝日lllT役場総務課に提出して
看護婦及び準看護婦のいずれかの受験資絡を くださし、

取得見込の者 (l) 履庇審（申込前6ヶ月以全内いに織った

(2） 年 令
申込方法 ヌド；入と確認でftる写真 Clニ 身、脱帽

正面向、縦6個、横4.5顎）をはって く
昭和18年 4月2日以降に生れた者 fニさい。〕

3. 選考の日時、場所、方法及び発表 (2) 免許密写し（または在学証明書〕

皿受付期間｜｜ 昭和147~手 1 1 月 15 口（水）から同年12月 5
時 ｜場 所｜方 法 日（火）まで受け付けます0 －ー

(J.）選考 5. その他

主 として人物に 詳細については、朝日町役場総J労務！または泊病

ついて個別面肢 院事務室にfl,fJI;、合わせ くださし、。

個
人
事
業
税

（
県
税
）
の
第
二
期
分
で

す
、
何
れ
も
十
一
月
三
十
日
ま
で
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今

月

の

税

金

は

今
月
は
水
利
地
益
税

（
全
期
）
と
固
定

資
産
税
第
三
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
一二

期
分
お
よ
び

。
所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は

十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

十

一
月
は
所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
で

ナ
。
納
税
額
は
、

六
月
中
旬
に

一
則
分
と

い
っ
し
ょ
に
税
務
甥
か
ら
通
知
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
の
金
制
を
十

一
月
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
納
村
す
る

金
融
機
関
は
、
銀
行
、
相
在
銀
行
、
信
用

仏
政
聞
の
各
支
店
、
段
、
仰
業
協
同
組
合

（
各
支
所
）
な
ど
で
す
。

。
公
給
領
収
証
を
忘
れ
ず

受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

＋

一
月
は
、
公
給
領
収
証
完
全
発
行
強

問
実
施
月
間
で
す
。
料
理
、
飲
食
店
や
、

旅
館
な
ど
を
利
用
し
た
場
合
は
か
な
ら
ず

公
給
制
収
証
を
受
け
取
り
、
料
瑚
飲
食
品
ド
サ

消
費
税
の
納
入
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

一
、
料
理
飲
食
税
と
は

皆
さ
ん
が
家
庭
外
の
常
業
店
で
、
飲

食
や
宿
泊
を
さ
れ
る
と
次
の
よ
う
な
税

率
で
県
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
住
み

よ
い
富
山
県
づ
く
り
の
財
雌
と
な
り
ま

す
。

川

料

理

店

、
キ
ャ
バ
レ

ー
、
パ

！
な

ど
で
飲
食
さ
れ
る
と
料
金
の
十
%
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

山
川
以
外
の
店
〈
大
衆
酒
場
、
す
し

屋
な
ど
）
は

一
人
当
り
九
O
O円
以

下
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
九
O
O

門
を
越
え
ま
す
と
課
税
さ
れ
ま
す
。

ゆ
旅
館
を
利
用
し
た
場
合
は
、

一
人

一
泊

て

八

O
O問
、
一
人
休
け
い

九
O
O円
以
上
の
場
合
も
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
、
但
し
、
宿
泊
の
場
合

一、

0
0
0円
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

ニ
、
税
の
徴
収
方
法

料
理
店
な
ど
の
経
営
者
を
県
で

「
特

別
徴
収
義
務
者
」
に
指
定
し
、
か
わ

っ
て

税
金
を
受
け
取
り
翌
月
に
ま
と
め
て
県

に
納
入
願
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

nonu
ro
 



(6) 

飛
蝶
の
よ
う
な

シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
を

追

っ

て

男
女
を
問
わ
ず

手
が
る
に
た
の

し
め
る
ス
ポ

ー
ツ

昭和 47年 t1月 10日
月 刊（毎月 10日発行）

朝
日
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

戦
後
輸
入
き
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

の
中
で
、
急
速
に
普
及
し
た
も

の
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
布
に
出

ず
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。

出
力
女
を
問
わ
ず
、
－一す
が
る

で
、
家
庭
の
裏
庭
で
も
、
ト
阜
の

通
ら
な
い
償
丁
で
で
も
．
簡
単
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
か
ら
だ
。

ラ
ケ

ッ
ト
か
ら
打
出
さ
れ
た
シ
ャ
l

L

N

コ
ァ

ク
の
早
さ
は
、
時
速
二
五
六
胸
、
新

紗
繰
特
急
よ
り
も
速
く
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ボ

？

叶

m

h

日

L

h

4

清

い

。

そ
れ
だ
け
に
こ
れ
に
伴
な
う
エ
ネ
ル
平

ー
が
必
変
で
あ
り
、
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
の
試

合
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
相
当
の
体
力
が

い
る
わ
け
だ
。

近
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
の
一
つ
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
の
変
化
」
に
あ
る
と
し
た
ら

肱
界
中
の
ス
ポ

ー
ツ
の
中
で
段
も
お
も
し

ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
の

一
つ
で
あ
る
と
レ
っ
て

も
言
い
ぬ

g
で
は
な
い
。

戦
後
い
ち
早
く
朝
日
町
内
で
も
、
こ
の

パ
ド
ミ
ン

1
ン
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
が
い

く
つ
か
で
き
そ
れ
ぞ
れ

自
由
な
立
場
で

行
動
し
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
の

春
に
合
同
、
団
体
結
成
の
機
運
が
固
ま

り
「
朝
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
」
が
誕

生
し
た
。

会
長
に
深
絵
実
氏
、

ひさあ第207号（昭和3山月 8日）
第3種郵便物認可／

理
事
長
に
深
松
博

幸
氏
を
操
し
、
現
在
会
員
は
二
十
名
、
毎

週
火
、
金
の
両
日
夜
七
時
か
ら
泊
小
学
校

体
育
館
を
練
刷
出
場
と
し
て
、
年
問
、郡
休
と

一一
一月

1
十

一
月
の
三
町
大
会
に
出
場
、
月

一
回
会
長
杯
争
副
将
戦
の
月
例
会
に
フ
ァ
イ

ト
を
燃
や
し
て
い
る
が
、
会
費
は
年
間
二

千
円
で
、
「
会
員
の
パ

γ
ミ
ン
ト
ン
技
術

の
練
磨
研
修
と
親
臨
融
和
と
愛
好
者
の
鉱

充
を
悶
り
、
科
学
的
に
見
た
バ
ド
ミ

ン
ト

ン
の
魅
力
」
を
は
憾
に
、
会
員
栄
し
く
練

習
に
は
げ
ん
で
い
る
。

八
写
点
（
は
純
溜
風

景

V

今
月
の
行
事
予
定

。
十

一
月
二
十
六
日
八
日
）
山
中
学
校

牛
前
八
時
三
十
分

※
算
十
九
回
町
民
卓
球
大
会

※
第
九
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

い
づ
れ
も
団
体
戦
（
地
臥
対
抗
）
と
個
人

戦
を
行
う
。

個
人
戦
は
経
験
等
に
よ
り
一
部
、

に
分
け
て
行
な
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

3マi
i家j
i庭；
i裁 ；
；判i
i所 i
iだj
iよi
fりi
iム i

シンナーの乱用と

少年非行

そ つ

家庭、学校、職場

地域社会の協力で

くな

最
近
、
青
少
年
の
い
わ
ゆ
る

一
シ
ン
ナ

ー
遊
び
」
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

シ
ン
十
ー
な
ど
の
有
機
溶
剤
製
品
は
、

少
し
吸
っ
て
も
酒
に
酔
っ
た
気
分
に
な

り
、
理
性
や
自
制
力
が
麻
ひ
し
て
乱
暴
な

行
動
が
多
く
な
り
、
非
行
を
犯
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。
乱
用
を
繰
り
返

し

て

い

る

と
、
習
慣
に
な
っ
て
符
易
に
や
め
ら
れ
な

く
な
り
、
や
が
て
中
州
神
経
が
自
問
さ
れ
て

精
神
障
害
を
起
し
、
っ

ト
に
は
呼
吸
麻
ひ

か
ら
死
亡
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
吸
い
出
し
た
動
機
は

友
だ
ち
か
ら
誘
わ
れ
た
り
、
仲
間
が
吸
っ

て
い
る
の
を
見
て
好
奇
心
か
ら
吸
い
始
め

た
も
の
が
、

大
部
分
で
す
n

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
加
で
梢
羽
さ
れ
た

少
年
は
、
一
般
の
非
行
少
年
に
比
べ
て
、

ぐ
犯
（
少
年
法
の
定
め
る

一
定
の
不
良
行

状
が
あ
っ
て
、
将
来
持
を
犯
す
お
そ
れ
の

あ
る
場
合
）
と
性
的
犯
罪
の
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

f¥15 

こ
れ
ら
の
少
年
に
対
し
て
は
、
家
庭
や

学
校
、
職
場
だ
け
で
な
く
、
瞥
察
、
児
童

相
談
所
、
家
庭
裁
判
所
な
ど
に
よ
る
生
活

指
導
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、
家
庭
内
の

問
題
の
解
決
、
非
行
グ
ル

ー
プ
の
解
体
な

ど
の
専
門
的
な
努
力
が
必
要
で
す
。

と
く
に
問
題
な
の
は
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど

の
乱
用
が
習
慣
性
に
な
り
、
こ
れ
が
な
い

と
い
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い

る
少
年
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
少
年
は
、

人
に
穏
れ
て
ひ
と
り
で
吸
う
か
、

集
団
で

吸
っ
て
い
る
場
合
で
も
．
他
の
仲
間
と
の

心
開
的
な
結
び
つ
き
は
強
く
な
い
の
が
普

通
で
す
。

狐
独
で
自
信
が
な
く
、
無
気
力

で
性
格
に
問
題
の
あ
る
少
年
が
多
く
、
シ

ン
ナ
ー
な
ど
の
ほ
か
に
、
臨
眠
薬
、
覚
せ

い
剤
も
、
い

っ
し
ょ
に
乱
用
し
て
い
る
も

の
も
見
ら
れ
ま
す
。
長
い
間
の
乱
用
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
病
的
な
精
神
症
状
を
ま
し
、

内
臓
障
留
を
起
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

医
接
的
な
措
慣
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
シ
ン
ナ

ー
、
ポ

ン
ド
な
ど
有
機
溶
剤
製
品
の
乱
用
を
処
罰

す
る
法
伸
が
成
す一
し、

γ
ン
ナ
ー
な
ど
の

乱
朋
は
、
犯
鼎
と
し
て
版
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
ま
た
乱
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
売
っ
た
業
者
も
倒
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

－ン
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
は
、
非
行
性
の

一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
す
か
ら
、
社
会
全
体

が
乱
用
の
警
の
恐
ろ
し
き
に
つ
い
て
認
識

を
持
ち
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
、
協
力
し
合
っ
て
、

危
険
な
行
為

を
な
く
す
よ
う
、
適
切
な
指
導
を
行
な
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

n
b
n
u
n
h
v
 

a

－
お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー
－

。
荷
物
品
目
捜
索
内
の
お
知
ら
せ

十
月
二
日
か
ら
荷
物
の
発
送
及
び
引
き

取
り
時
間
は
次
の
と
お
り
に
変
わ
り
ま

し
た
。

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

。
定
期
乗
車
券
の
お
求
め
に
つ
い
て

－
朝
日
町
か
ら
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い

る
方
は
泊
駅
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

特
に
、
宮
崎
、
境
地
区
の
方
に
は
是

非
お
願
い
し
ま
す
。

。
お
求
め
は
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。
鐙
切
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

踏
切
事
故
は
、
尊
い
命
、
貴
重
な
財
慌

を
失
な
い
一
生
の
不
幸
に
な
り
ま
す
。

運
転
者
も
‘
歩
行
者
も
次
の
事
項
を
必

ず
守
り
、
悲
惨
な
踏
切
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

－
踏
切
を
渡
る
と
き
は
、
必
ず
「
一
時
停

止
」
を
し
て
、

左
右
の
安
全
を
十
分
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

－
踏
切
で

一
時
停
止
し
た
と
き
は
、
附
切

の
先
の
交
通
状
態
に
も
住
近
し
、
川
町
切

内
で
止
ま
ら
な
レ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。
Rノ

・
複
綿
区
閣
の
踏
切
で
は
、
列
車
進
行
失

印
の
点
灯
を
確
認
し
、
特
に
反
対
列
車

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
踏
切
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
直

ち
に
「
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
」
や
発
炎
筒

に
よ
っ
て
、
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し

ま
し
ょ
う
。



昭和 47年 11月 10臼
月 千IJ （毎月 10日発行〉

浜山玉造り遺跡
（宮崎地内）

県の文化財として

指定を受ける

び

浜
山
玉
造
り
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
二
年

宮
崎
小
学
校
、
竹
内
後

一
教
諭
指
識
に
よ

る
問
校
社
会
科
ク
ラ
プ
の
活
動
が
発
見
の

端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
、

地
元
教
育
委
員
会
、
国
学
院
大
学
考
古

学
教
室
、
県
考
古
学
界
な
ど
の
協
力
に
よ

り
、
本
械
的
な
発
掴
が
な
さ
れ
た
結
来
、

わ
が
国
古
墳
時
代
に
お
け
る
王
造
り
工

房
社
が
発
見
さ
れ
、
研
究
の
結
果
、
大
和

朝
廷
が
誠
一中
の
豪
族
を
下
し
た
あ
と
、
越

後
に
進
出
し
よ
う
と
し
て
、
宮
崎
の
地
に

前
進
基
地
を
置
き
、
朝
廷
に
属
す
る
主
造

り
の
人
た
ち
を
使
っ
て
、
運
ん
で
き
た
滑

石
や
、
海
岸
に
打
上
げ
ら
れ
て
い
る
ヒ
ス

イ
や
メ
ノ
ゥ
、
水
日
間
な
ど
の
原
石
を
採
取

し
て
、
マ
マ
タ
マ
、
管
玉
な
ど
を
作
ら
せ

て
い
た
こ
と
が
解
則
さ
れ
、
無
数
の
土
器

の
破
片
や
、
ヒ
ス
イ
の
マ
ガ
タ
マ
や
管
玉

の
完
成
品
、
未
完
成
品
、
そ
れ
に
こ
れ
ら

を
作
る
た
め
の
わ
が
悶
で
も
唯

一
の
珍
ら

し
い
砥
石
や
工
具
な
ど
多
数
が
発
銅
さ
れ

こ
れ
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
ヒ
ス
イ

な
ど
の
繭
玉
の
加
工
工
程
が
は
じ
め
て
明

ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
、
町
で
は
当
時
そ

の
中
間
的
な
発
表
や
、
発
捌
の
ま
と
め
に

つ
い
て
広
報
を
通
し
て
発
表
し
ま
し
た
が

、
そ
の
後
県
に
文
化
財
の
指
定
を
申
請
中

の
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
十
月
五
日
付
を
も

っ
て
正
式
に
県
の
文
化
財
と
し
て
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

さあ第207号（昭和32年 8月8日）
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八
写
真
、
は
発
見
さ
れ
た
工
房
一
社

V

h
m
り
～

ん
ト
ι山
山

円

。

－

』

川
j
、

…
園
～

一
尚
早
d

…
仁？？亡：~

よ たちい子

富
山
県
科
学
民
へ
州
品
し
た
、
つ
ま
の

作
品
が
入
選
お
よ
び
入
賞
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
部

・
金
賞

へ
ち
ま
の
制
然

境

小

一

一

一

年

水

島

和

之

へ
ち
ま
と
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
の
成
祭
を
比
較

観
察
し
た
も
の
で
、
二
年
生
の
と
き
の
ひ

ま
わ
り
の
観
察
な
ど
が
も
と
に
な
っ
て
レ

る
も
の
で
す
vo

－
銀
賞
か
た
つ
む
り
の
ふ
え
る
よ
う
す

南

保

小

一

年

大

森

彰

治

か
た
つ
む
り
の
生
活
の
よ
う
す
が
よ
く

観
察
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
部

・
金
賞

球
恨
予
備
冷
蔵
処
理
掠

小
川
中
三
年
久
我
ロ
文
雄
外

チ
ユ
り

y

ア
放
塙
の
本
場
．
た
け
に
、
小
ぃ
〈

用
制
慌
の
あ
る
立
派
な
創
作
品
で
す
。

－
銀
貸

金
属
の
さ
び

小

川

中

科

学

ク

ラ

ブ

合
印
刷
の
種
類
や
環
境
に
よ
っ
て
さ
び
や

す
さ
を
比
較
研
究
し
た
も
の
で
す
。

－
優
秀
賞

宮
崎
周
辺
の
自
然
観
察

泊

中

科

学

ク

ラ

ブ

数
年
が
か
り
で
生
物
関
係
（
陸

・
海
）

の
調
査
、
海
流
、
潮
流
な
ど
こ
ま
か
く
観

察
、
ま
と
め
た
も
で
す
。

差 j
Eヨー

：：昆
：居、

朝

日

町

善

意

謹

行

こ
の
た
び
、
っ

E
の
か
た
か
ら
朝
日
町

善
意
銀
行
へ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
貴
重
な
善
意
を
預
託
さ
れ

ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

五
万
円
也

更
回
明
元
殿

亡
父
更
周
回
佐
さ
ん
の
香
典
返
し

の

一
部

朝
日
町
義
憲
銀
行
で
は
、

去
る
七
月
の

凶
日
本
の
集
中
間報一
市
災
筈
に
三
万
円

九
月
の
朝
日
町
東
北
部
集
中
諜
雨
災
害

に
二
万
五
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
貸
出
し
て
お

見
舞
を
致
し
ま
し
た
。

。
寄

贈 i

0 

こ
の
た
び
、
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

定
設
に
伴
な
い
、
町
立
図
書
館
が
そ
の
三

階
に
移
転
し
た
の
を
記
念
し
て
、
荒
川
、

明
文
堂
書
店
（
清
水
ハ
ル
ヱ
殿
）
よ
り
、

ま
の
図
茜
が
許
贈
さ
れ
ま
し
た
。

誌
上
を
借
り
て
厚
く
お
礼
な
申
し
上
げ

ホ
？
ず
。

学
習
カ
ラ

l
百

科

会

十

巻

そ
の
他

十
五
冊

相
当
A
M
削

四
万
ニ
千
円

＋J
臥ι」協

O
動
信
協
と
は

一一昌

労
働
組
合
の
な
い
工
場
や
商
店

出
ω
で
働
い
て
い
る
人
A
が
、
労
働
金

斗一
．．
 

庫
か
ら
金
を
借
り
る
と
き
、
そ
れ

＝
の
保
証
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ

の
借
入
れ
を
容
易
に
し
、
働
く
人
々
へ
の

金
融
を

一
そ
う
円
滑
に
す
る
た
め
で
き
た

も
の
で
す
。

。
保
証
と
借
入
れ
の
・
申
込
め
る
方

県
労
働
金
庫
の
会
員
で
あ
る
「
勤
信
友

の
会
」
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
。

。
保
証
の
対
象
と
な
る
貸
付
と
期
間

ト
一
般
生
活
資
金

一
万
円
以
上
二
十
五
万
円
ま
で

〈
五
抱
月
、
十
均
一
月
、
十
五

ヵ
月
、

一一
ト
均
月、

一二
十
六
労
月
払
い
〉

2
住
宅
資
金

（
但
し
労
金
の
住
宅
樹
立
問
会
に
加

入
し
た
も
の
）
、

一一一

O
万
以
上

t
一一

0
0万
円
ま
で

（
元
会
均
等
一
五

O
問
、
十
一
一
年
六

ヵ
月
払
）

。
申
し
込
み
と
貸
出
し
手
続
き
そ
の
他

詳
し
い
手
続
方
法
や
返
済
手
続
き
、

利
率
、
担
保
、
保
証
人
、
保
証
料
、

過
怠
傘
、
違
約
金
、
損
害
金
な
ど
の

き
ま
り
も
あ
り
ま
ず
か
ら
く
わ
し
い

こ
と
は
直
接
役
場
総
務
課
で
お
聞
き

く．た
さ
い
。

富
山
県
勤
労
者

信
用
基
金
協
会
設
立

電

話

番

号

は

住
所
の

部

鐸静

とう
お 正・＇l[ ＂年
りし話 賀
て’L‘番 状
す 電号 に
。 話 は は

子香住 電
号 所 話
のの 番
喜一 号

き部を
万て’ fll 
は す き
っ d ま
さr し
のよ

一T
九
三
九
l
O七

電
話

富
山
県
下
新
川
郡

朝
日
町
泊
一
三
一
一

朝
日

（口
宗
五
八
）

ニ
l
ニ
0
0
0

朝

日

太

郎

・
お
問
い
合
わ
せ
は

朝
日
電
報
電
話
局

電
話
朝
日
f

口
実
交
）

二
｜

一
0
0
0

心
配
ご
と
、
普
情

不

満

な

ど

の

相

談

は

、

白

V
行

政

相

級

日
時

毎

月

第

一
火
曜
日

午
前
十
時

i
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

…V
人
権
法
律
相
談

日
時
毎
月
第
一
一
一月
限
日

午
後
一
時

1
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
職
工
会
館

一
V
心
配
ご
と
相
談

日
時
毎
週
火
曜
日

午
前
十
時

1
午
後
三
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
活
相
談
室

場
所



(8) 

岡
山
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園
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昭和 47年 11月 10日
月 刊（毎月 10日発行〉

十
月
か
ら
新
館
（
朝
日
町
箔
祉
セ
ン
タ

ー
内
三
階
）
で
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

。
図
・
館
は
無
料
で
す
。
あ
な
た
の
番
高

で
す
。
気
轄
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
開
館
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（日
曜
日
午
前
八
時
一
一
一十
分
ト
・わ
正
午

J

ま
で
）

。
休
館
日
毎
週
月
曜
日
国
民
の
祝
日

。
お
求
め
の
本
は
何
で
も

あ
な
た
の
利
用
で
き
と
本
は
町
の
間
前

ひさあ第207号（昭和3別月 8日）
第 3種郵便物認可／

i

p
 

八
写
真
は
新
館
へ
移
っ
た
図
穏
館
内
部
V

新
し
く
入
っ
た
図
書

や
き
も
の
製
作
の
喫
際
渡
辺
倒
人

日
本
の
伝
承
、
手
．つ
く
り
の
遊
び

桜
脚
本
浩
之
輔
外

年

中

行

事

’

辞

典

内

角

井

E
陵
編

と
な
り
近
所
と
つ
き
合
う
法
過
疎
倍
也

手
．つ

く

り

の

野

菜

武

川
満
夫
他

館
の
書
棚
に
あ
る
本
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
貸
出
・
中
の
と
き
は
、
予
約
を
い
た
し

ま
す
。

必
か賀 L、希
らえ 。望
おな の
借い本
りと 』主
い き 、
Tニlj: 
し 、
ま tま
す か
。の

図
割：
館

お
申
し
込
み
く
だ
さ

※
mm立
問
書
館
か
ら
借
り
て
お
貸
し
い

た
し
ま
す
。
（
開
閉
す
図
書
館
の

「
新

着
図
書
目
録
」
が
お
レ
て
あ
り
、
利

用
し
た
い
本
を
申
し
込
め
ば
、
十
日

以
内
に
お
貸
し
い
た
し
ま
す
υ

）

申
寸
町
議
の
歩
み
シ
ヤ
ロ
ン
中
山
茂
訳

カ
ラ

i
世
界
の
飛
行
機
木
村
秀
政
他

民
主

主

義

と

憲

伝

渡

辺

洋

三

地
方
史
研
究
必
問

地
方
史
研
究
協
棋
会

現
代
科
乍
忠
恕
市
中
典
伊
東
俊
大
郎

神

話

伝

説

辞

典

明

余

治

彦

他

生
涯

教

育

論

波

多

野
完
治

恐
竜
の
な
ぞ
を
た
ず
ね
て

小

島

郁

生

一

九

穀

豊

雄

筑

波

常

的

終

末

論

大

木

茂

夫

吋
蝉

加

藤

誠

尾
瀬
に
死
す

平

野

長

哨

日

本

人

そ

の

生

と

死

伊

藤

忠

彦

味

覚

辞

典

奥

山

郁

朗

に

お

い

山

脈

脱

嶋

十

経

味

の

立

抗

松

中

村

赴

好

野
球
ル
l

N
辞

典

神

田

順

治

情
報
化
社
会
事
典

毎

日

新

聞

社

市

字

の

歴

史

豊

田

武

日
本
の
し
つ
け
、
世
界
の
し
つ
け

波
多
野
動
子

旺

文

社

林

理

介

林

建

議

ス
ポ

ー
ツ
ル

ー
ル
集

う
ろ
た
え
る
な
日
木

北
朝
鮮
と
南
朝
鮮

日
本
の
週
休
2
日

制

萩

原

勝

文－
M
作

法

奥

山

益

則

市
銭
の
集
め
方
と
鑑
賞

矢

部

倉

吉

や

き

も

の

入

門

田

賀

升

秀

夫

超
空
の
要
塞
B
却

益

井

康

一

全

国

現

泉

事

典

野

口

冬

人

楽
し
い
指
あ
そ
び
手
あ
そ
び
問＝

一
吉
邦
夫
他

国
桝
家
庭
7

y

サ
ー
ジ
八
十
科

阿
倍
正
一

他

主
婦
よ
、
さ
よ

う

な

ら

犬

義

智

子

趣
味
の
や
き
も
の
百
科

今

間

町

直

や

さ

し

い

和

紋

主

婦

と

生

活

社

物
別
一
の
世
界
、
数
理
の
世
界

湯
川
秀
樹
他

松
岡
三

郎

柴

田

穂

上

寺

久

雄

久
徳
重
盛

労
働
法

周
恩
来
の
時
代

親
よ
、
親
で
あ
れ

育
児
書
を
読
む
ま
え
に

…

み

一

一る

”

一
日
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い
…

…J

カ

を

出

し

あ

い

…

．
 

一ト

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

…

一

ぐ

…

一
ぷ
自
転
車
の
ニ
人
乗
り
…

一

一

一

無

灯

火

を

…

…守

な
く
し
ま
し
ょ
う
…

一

を

お

と

な

も

こ

ど

も

も

一

一
年
交
迅
ル
ー
ル
を
守
り
一

一

ナ

み

ん

な

で

一

一
ぅ
注
意
し
あ
い
ま
し
ょ
う

一

第
三
日
曜
日
は

家

庭

日の

⑨

⑧

⑨

 

。
生

ま

れ

た

人

⑨
結
ぼ
れ
た
人

V
な
く
な
ら
れ
た
人

。
出

（
昭
和
田
十
七
年
十
月
十
五
日
現
夜
）

山山山下下金南市南亦赤赤月桜平平沼荒泊笹宮宮堤境
附崎崎山山山保保保川川川山 II汀柳柳保川｜ JI I崎崎

新新

。
結

。
山
口北

海

道

o
道

下
横

浜

市
生

（
お
す
こ
や
か
に
）

水

鳥

富

雄

和

泉

幸

一

前

川

仁

義

主

同

嶋

巧

竹

内

俊

宏

魚

住

昇

折

谷

勇

烹

善

作

末

上

毅

神

谷

知

明

sI

V凡
・

1
J

、古
川

引

刈

可制
ソ

沢

田

正

夫

佐

渡

征

男

佐

渡

征

男

佐

渡

久

勝

中

村

和

彦

普

同

和

夫

長
谷

弘

一

鍛

治

信

義

西

烏

義

秋

伝

田

正

雄

水

野

桂

三

名

M
M

忠

水

野

満

婚

長二 長 長長二 二 長以長二長 長二 長長 二 二 長 長 二 長長長
女男児男女男男女 k 男男児克男男男男男女 tl'J男女女女

府、智多－ Iレ I[ 美 孝 洋 附妬 良 質 貴 政 真 尚絵訪静
附i ミ 由利

紀メ：~ j成子 i後己希 f.~~ 之仲 村I 白 う，f、 久宏 持I fllj芙 0t見子子子

（お
し
あ
わ
せ
に
〉

酒

井

哲

男

松

谷

悠

紀

子

岩

本

忠

雄

鈴

木

邦

伎

南藤入窪入桜魚平

善普 tiそ
保塚町田町町市柳

越

間

政

治

岳

山

貞

代

大

島

則

夫

永

井

洋

子

藤

田

直

嗣

橋

場

久

美

子

沢

本

勇

佃

雅

子

。
死

亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

－
横

尾

坂

東

り

せ

・
道

下

越

聞

大

輔

・
荒

川

川

合

長

一

・
東
草
野
米
回
栄
松

・
平

柳

池

田

ち
ゃ

・

月

山

沢

田

ハ

ナ

・
赤

川

脇

山

春

子

・
南

保

更

回

四

佐

・
山

崎

常

石

と

き

ゑ

〈
九
回
）

（一

）

（
四
九
）

（
六
五
）

（
六
五
）

（六

O）

（
二
六
）

（
七
回
V

（
五
七
）

数故事通交内町の
同
月

n
H
M
 

件数死者負傷者

54 7 49 

月

1｝］～9月

編
集
策
発
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